
校運・職員会議資料                             令和７年４月４日 

                                      学校評価委員会 

令和６年度兵庫県立香寺高等学校 学校評価報告 

（１）年間計画 

６月  前期授業評価アンケート  

７月  学校評価（自己評価）【中間】（対象：教員） 

１１月  後期授業評価アンケート  

 １月  学校評価アンケート（対象：生徒・保護者） 

１月  学校評価（自己評価）【年度末】（対象：教員） 

２月  各アンケート集計およびまとめ 

３月  第２回学校評議員会にて総括、学校関係者評価の依頼・回収 

 

（２）実施日 

対 象 期 日 回答者数 回答率 昨年度回答率 

教 職 員 
2024/7/17  ～7/19 46 97.8 100.0％ 

2025/1/27 ～1/31 47 100.0 100.0％ 

生  徒 2025/1/8 ～1/10 565 94.9 90.3％ 

保 護 者 2025/1/10 ～1/24 375 63.0 73.5％ 

学校関係者 2025/3/3 ～3/31    8 7 87.5％ 

 

（３）集計結果 

 ① 自己評価（本校教職員による評価・４点満点での平均値） 

ア）前期（７月）、後期（１月）ともに評価が高い(3.2 以上)の項目 

No 項  目 後期 前期 

4 生徒の主体性を育てるために、生徒会活動や学校行事の充実を図っている。 3.21 3.33 

6 
多彩な選択科目から興味・関心に基づき、生徒が自ら選択することで個性の伸長に対応してい

る。 
3.21 3.37 

18 学校生活を通じて、在日外国人生徒とともに学びあう中で、共生の心を育んでいる。 3.21 3.39 

 

   

イ）前期・後期ともに評価が低い(2.9 以下)の項目 

No 項  目 後期 前期 

10 課題を吟味・精選して出すことにより、家庭学習の習慣を確立している。 2.77 2.93 

 

ウ）前期より後期の評価が下がった(0.3 以上)項目 

No 項  目 後期 前期 

3 命と人権を大切にする教育を通して、いじめを許さない学校づくりに取り組んでいる。 3.17 3.48 

16 専門家等の地域の人材を、授業や学校行事等で積極的に活用している。 2.70 3.04 

 



② 生徒・保護者アンケート（単位は％） 

  ア）保護者・生徒ともに「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が 87％以上の項目【高評価】 

 

 

  イ）生徒が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が 87％以上の項目【高評価】 

    

  

 

 

 

 

 

 

ウ）保護者が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が 87％以上の項目【高評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）生徒が「あまりそう思わない」「そう思わない」回答した割合が 18％以上の項目【低評価】 

 

 

  

 

 

 

 

 



 オ）保護者が「あまりそう思わない」「そう思わない」と回答した割合が 18％以上の項目【低評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校関係者評価（学校評議員による評価・４点満点での平均値） 

（４点…よくできている ３点…できている ２点…できていない １点…できていない） 

 質 問 項 目 平均値 

１ 香寺高校は、あいさつの励行や交通マナーの向上などを通して、社会性や規範意識を高めている。 3.00 

２ 
香寺高校の教育目標（自主的な人間の育成、創造的な人間の育成、信頼される人間の育成）は達

成されている。 
3.29 

３ 香寺高校は、学校評価の取り組みを通して、学校組織の活性化が図られている。 3.00 

４ 香寺高校は、地域や保護者に信頼される学校づくりを行っている。 3.14 

５ 香寺高校は、ホームページの更新を随時行い、学校の様子を発信している。 3.29 

６ 香寺高校は、専門家等の地域の人材を授業や学校行事等で積極的に活用している。 3.14 

 

 

（４）まとめ（今後の課題等） 

自己評価 

自己評価 

・前期（７月）と後期（１月）の２回アンケートを実施し、回答率は、前期（7月）97.8％と後期（1月）100％

となっている。教員全員が Forms を使ってのアンケートで実施し、１名入力できなかった先生がいたことか

ら、前期（７月）は 100％の実施にいたらなかった。 

・NO.1～18 までのアンケートで全ての平均値が下がっている。生徒の授業態度や授業に臨む姿勢に問題は見

られない。先生方の意識、目標が高くなっているために平均値が下がっていると考えられる。 

・NO.7～9 が目指す学校像であることから、「学ぶことを最優先とする学校」への意識向上が、下がり幅を小さ

くしており、一方で、No.10、No.11 にある生徒の家庭学習の習慣や生徒の学習意欲の向上に対して値が前

期（７月）、後期（１月）ともに低い。学びたいと思う気持ちを持たせることができていないので、今後も

いかに生徒が自主的に学びに向かって取り組めるようになるかを検討していく必要があると考える。 

・No5 の「産業社会と人間」について、評価は下がっているが、「産業社会と人間」にたずさわっていない先生

方の評価が下がっているのではないかと考えられる。全ての先生方に「産業社会と人間」についての取り組

みを知ってもらう機会、授業見学などを実施することが必要であると考える。 

 

 



・No.16 専門家等の地域の人材を、授業や学校行事等で積極的に活用しているについては、下げ幅が大きかっ

たことから、専門家等の活用が特定の教科にかたよってしまっているが要因と考えられる。また、先生方へ

の活用の周知を今まで以上に行うことが必要であると考える。 

 

生徒・保護者アンケート 

・生徒アンケートの回答率は 94.9％、保護者の回答率は 63.0％であった。締め切りの直前に、メール配信サ

ービスを活用して、アンケートのリンクを貼り付けてサクセスしやすくしたが、昨年度の 73．5％の回答を下

回った。保護者の回答率が下がった要因は、保護者へのフィードバックが不足していることで、学校の対応が

周知できていないと考える。ホームページや保護者の方にこういう結果になったということや今後こうして

いきたいという目標をしっかりと提示していくことが必要であると考える。 

 

・質問２については、香寺高校の総合学科の特徴である進路に応じた数多くの選択科目の設置が生徒・保護者

ともに理解され高評価となっている。 

 

・今年度も学校行事に対する生徒の充実感は低評価であった。生徒会を中心に生徒から意見を聞き取り、生徒

が主体的に行事運営に参加できる機会を増やすことが必要である。寺フェスの幕間での生徒への取り組みや

時間の使い方などさらに改善をはかる必要があると考える。 

 

学校関係者評価（提言・ご意見） 

・自主性を高める仕組み（プロジェクトチーム、本員会活動、プレゼンスキル向上）→面接にも繋がる？ 

・アンケート回収率向上→保護者と生徒一緒にする仕組み 

・生徒の挨拶は毎回気持ちいいです 

・訂正欄追加 

・大変お世話になりありがとうございました。 

・すばらしい卒業式でした。日常の学校経営 日頃の様子がすべてわかるものでした。生徒さんにはもっとも

っと自信と誇りを持って欲しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 参考（各アンケート内容） 

（１） 本校職員による自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）生徒・保護者アンケート 

 


